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研究要旨

これまで日本人全体を調査する研究において日本人成人の口腔保健状態や社会的背景との関連

を調査した報告は少ない。本研究では歯科検診の受診が年齢、性別、在住地域、口腔保健状

態、さらに日常の社会参加状況や運動の実施にどのように関連するかを調査することを目的と

している。平成 28 年歯科疾患実態調査と同年の国民健康・栄養調査の個票データを突合し、20

歳以上の成人を対象として、国民健康・栄養調査による「過去 1 年間の歯科検診受診の有無」

と年齢、性別、市郡、歯科疾患実態調査による口腔保健状態の関連について分析を行った結

果、年齢が高く、女性の方が歯科検診受診者が多く、小規模都市よりも大規模都市の方が受診

者が多かった。また口腔保健状態も歯科検診を実施している者が良好であることが示された。

また平成 28 年国民健康・栄養調査の質問票調査による「過去 1 年間の歯科検診受診の有無」を

目的変数、運動の有無、BMI、健康関連ボランティア活動への参加の有無、歯の本数を説明変

数、年齢、性別、調査地区、喫煙、飲酒を調整因子としてその関連について二項ロジスティッ

ク回帰分析を行った結果、歯科検診の参加に有意差の見られた項目は、BMI25 以上

（OR=0.86:95％CI＝0.80-0.93)（BMI18.5－24.9 と比較）、現在歯数０歯（OR=0.18:95％CI

＝0.15-0.22)、1－9 歯（OR=0.65:95％CI＝0.56-0.76)（現在歯数 28 歯以上と比較）、運動日数

0 日 (OR=0.73:95 ％ CI ＝ 0.65-0.81 ）（ 7 日と比較）、健康関連ボランティア不参加

（OR=0.78:95％CI＝0.73-0.85)（参加と比較）であった。健康日本 21 の目標である定期歯科検

診の受診状況をさらに向上させることが国民の口腔保健状態を良好に保つために重要であり、

定期歯科検診の受診状況の向上には、社会との関わりや日々の運動など様々な視点から把握す

ることが重要と考えられた。

Ａ．研究目的

健康日本 21 では、定期歯科検診の受診

を勧奨しているが、その要因を調査するこ

とは重要である。これまで日本人全体を調

査した研究において日本人成人の定期歯科

検診の受診と口腔保健状態や社会的背景、
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社会活動参加状況や運動実施状況を調査し

た報告は少ない。本研究では歯科検診の受

診が年齢、性別、在住地域、口腔保健状態

にどのように関連するかを調査し、さらに

歯科検診の受診が日常の社会参加状況や運

動の実施とどのように関連するかを調査す

ることを目的としている。 

 

Ｂ．研究方法 

1．歯科検診受診状況と年齢、性別、市郡、

口腔保健状態との関連 

平成 28 年歯科疾患実態調査と同年の国民

健康・栄養調査の個票データを突合し、20

歳以上の成人 3,234 名（男性 1,382 名、女

性 1,852 名）を対象として、国民健康・栄

養調査による「過去 1 年間の歯科検診受診

の有無」と性別、年齢（10 歳区分）、都市規

模（13 大都市、人工 15 万以上、5－15 万、

5 万未満の市、町村）の関連をカイ 2 乗検定

にて分析を行った。また歯科疾患実態調査

による口腔保健状態（現在歯数、未処置歯

数、CPI による歯肉出血の有無、歯周ポケ

ット 4mm 以上の有無）の関連について共分

散分析（ANCOVA）を行った。 

2．歯科検診受診状況と社会活動参加状況

・運動実施状況との関連 

平成 28 年の国民健康・栄養調査の個票

データを利用し、20 歳以上の成人 26,225

名（男性 12,132 名、女性 14,093 名）を

対象として、質問票調査による「過去 1

年間の歯科検診受診の有無」を目的変数、

運動の有無、BMI、健康関連ボランティ

ア活動への参加の有無、歯の本数を説明変

数、年齢、性別、調査地区、喫煙、飲酒を

調整因子としてその関連について二項ロジ

スティック回帰分析を行った。 

本研究で用いるデータは、筆者らが受領

する以前に個人を特定できる情報は削除さ

れており、個人情報は保護されている。ま

た本研究は東京医科歯科大学歯学部倫理審

査委員会の承認（承認日：2020 年 4 月 22

日、承認番号：D2019-065）を得て実施し

た。 

Ｃ．研究結果 

1．歯科検診受診状況と年齢、性別、市郡、

口腔保健状態との関連 

女性および年齢が高い者において、過去

1 年の歯科検診受診者が有意に多かった。

また都市規模において検診の受診状況に有

意差は見られなかった（図 1－3）。口腔保

健状態は、全ての項目において歯科検診受

診状況と有意な関連が見られた。歯科検診

受診者は、未受診者に比べ、有意に現在歯

数が多く、未処置歯数が少なく、歯肉出血、

歯周ポケット 4mm 以上の部位数が多かっ

た（表 1）。 

2．歯科検診受診状況と社会活動参加状況

・運動実施状況との関連 

歯科検診の参加に有意差の見られた項目

は、 BMI25 以上（ OR=0.86:95 ％ CI＝

0.80-0.93)（BMI18.5－24.9 と比較）、現

在歯数０歯（ OR=0.18:95 ％ CI ＝ 0.15-

0.22)、1－9 歯（OR=0.65:95％CI＝0.56-

0.76)（現在歯数 28 歯以上と比較）、運動

日数 0 日 (OR=0.73:95％CI＝0.65-0.81）

（7 日と比較）、健康関連ボランティア不

参加（OR=0.78:95％CI＝0.73-0.85)（参

加と比較）であった（表 2）。 

 

Ｄ．考察 

本研究により日本人の歯科検診受診状況

と年齢、性別、在住地域との関連について

調査ができた。年齢が高く、女性の方が歯

科検診受診者が多かったが都市規模では受

診状況に関連は見られなかった。また口腔

保健状態も歯科検診を実施している者が良

好であることが示された。また日本人の歯

科検診受診に、肥満、日常運動の非実施、

健康へのボランティア参加活動、現在歯

10 歯未満等が関連することが示唆された。 

健康日本 21 の目標である定期歯科検診

の受診状況をさらに向上させることが国民
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の口腔保健状態を良好に保つために重要で

あることが示唆された。そして定期歯科検

診の受診状況の向上には、社会との関わり

や日々の運動など様々な視点から把握する

ことが重要と考えられた。 
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図 1 性別の歯科検診受診状況 
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図 2 年代別の歯科検診受診状況 

 

 

 
図 3 都市規模別の歯科検診受診状況 
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表 1 歯科検診受診状況別口腔内状況（ANCOVA) 

 
*  性別、年齢、都市規模で調整 

**性別、年齢、都市規模、CPI 分画数で調整 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 歯科検診受診状況を独立変数とした二項ロジスティック回帰分析 

 
※年齢、性別、調査地区、喫煙、飲酒で調整 
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